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市
で
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
自
ら
企
画
し
創
り
上
げ
る
「
我
孫
子

市
民
文
化
公
募
事
業
企
直
と
し
て
、
今
年
は
、
若
者
た
ち
に
よ
る

「Y
o
u
n
g

T
o
g
e
t
h
e
r

N
o
w
!」
を
開
催
し
ま
す
。

「

Y
o
u
n
g
T
o
g
e
t
h
e
r

N
o
w
-」
は
、
日
代
・
初
代
の
若

者
が
「
実
行
委
員
会
」
を
結
成
し
、

1
年
間
に
わ
た
っ
て
準
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

当
初
8
人
の
委
員
で
発
足
し
た

「

Y
o
u
n
g
T
o
g
e
t
h
e
r

N
o
w
実
行
委
員
会
」
も
、
活
動
を

続
け
る
中
で

ω人
に
な
り
、
企
画
・

運
営
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

7
月
初
日
と
8
月
日
日
に
は
ア
ビ

ス
タ
で
、
実
演
や
ピ
デ
オ
に
よ
る
出

演
者
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
(
審
査
)

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
演
劇
か
ら
ダ
ン
ス
、

絵
画
な
ど
の
展
示
に
至
る
ま
で
日
の

分
野
か
ら
お
組
、
1
4
0
人
が
出
演
・

出
展
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当

日
は
、
市
民
会
館
の
3
階
全
フ
ロ
ア

を
会
場
に
、
シ
ョ
l
仕
立
て
に
展
開

し
ま
す
。

日
時
日
月
幻
自
国
午
後
4
時
却
分

開
演

(
4時
開
場
)

場
所
市
民
会
館

内

容

出

演
:
・
バ
ン
ド

(
7
組)、

弾
き
語
り

(
6組
)
、
吹
奏
楽

(
1組)、

ゴ
ス
ペ
ル

(
1組
)
、
ダ
ン
ス

(
2組)、

お
笑
い

(
1
組
)
、
演
劇

(
1
組
)

展
示
:
・
絵
画
(
日
組
)
、
立
体
造
形

(1
組
)
、
空
間
デ
ザ
イ
ン

(1
組
)
、

写
真

(
1組
)
、
書
芸

(
l
組
)
、
服

飾

(
2
組
)

入
場
料

3
0
0
円

入
場
券
販
売
所
教
育
委
員
会
、

ブ

ッ
ク
イ
ン
ひ
ら
が
、
市
民
会
館
内
売

庖
ひ
ろ
が
り
、
荒
井
容
庖
、
東
京
事

務
器

運
営
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催
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課
8
7
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6
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回 人形劇

@ ②⑪  

1天笠への道jの巻て
ん
巴
く

三
蔵
法
師
た
ち
と
と
も
に
天
竺
を

目
指
す
孫
悟
空
の
人
形
劇
で
す
。

人
形
劇
の
お
も
し
ろ
さ
を
家
族
の

皆
さ
ん
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
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所
平
成
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日
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演
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形
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団
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場
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、
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い
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12月1日からインターネットで

求人情報を提供

子
ど
も
優
先
席
あ
り
)

※
叩
人
分
の
入
場
券
購
入
者
に
1
人

分
の
付
添
券
が
付
き
ま
す
。
(
教
育

委
員
会
で
購
入
し
た
方
の
み
)

※
叩
人
以
上
の
市
内
の
団
体
で
送
迎

希
望
の
場
合
は
文
化
課
へ
申
し
込
み

を
。
(
畠
貨
に
な
り
次
第
締
め
切
り
)

入
場
券
販
売
所
教
育
委
員
会
、

ブ

ッ
ク
イ
ン
ひ
ら
が
、
市
民
会
館
内
売

庖
ひ
ろ
が
り
、
荒
井
舎
庖
、
東
京
事

務
器
、
写
真
の
お
ち
あ
い

国

務

演

.6 
z. 

...弼梧空を生き生きと操る脇佳い

永
野
む
つ
み
さ
ん
(
人
形
劇
団
ひ

ぽ
ぽ
た
あ
む
代
表
)
が
「
芝
居
を
み

る
こ
と
・
育
つ
こ
と
」
を
テ
1
マ
に
、

子
ど
も
が
劇
に
触
れ
る
大
切
さ
を
語

り
ま
す
。

日
時
・
場
所
日
月
お
日
側
午
後
2

時
か
ら
4
時
、
ア
ビ
ス
タ
・
ホ
1
ル

参
加
費

1
0
0
円

(
プ
レ
ゼ
ン
ト

有
り
)

※
託
児
有
り
、
1
人
3
0
0
円

(お

や
つ
代
)
日
月
辺
固
ま
で
に
教
育
委

員
会
文
化
課
へ
予
約
。

主
催
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孫
子
市
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委
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会

圃
教
育
委
員
会
文
化
課
宮
7
1
8

5
・
1
6
0
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市では、 12月1日から雇用促進と就職支援を目的に、市内

や近隣市町の求人情報を掲載したホームページ“求人情報フ

レッシュあぴこ"を開設します。

求職者は、パソコンや携帯電話で最新の募集を仕事別、地域

別に検索できます。事業者は、求人情報を無料で掲載すること

ができます。現在、 “求人情報フレッシュあぴこ"で求人する

事業者の登録を受け付けています。

今後は、就職に役立つ講習会などの情報も掲載します。

アドレスは、 パソコンからはh口p://f-abiko.com 携帯電

話からはh口p://f -abiko.com/i です。

固商工観光課・内線504

白
タ
シ
ス
と
ス
ポ
ー
ツ
を

楽

し

宅

何日目
3
日
か
5
9日
ま
で
障
害
者
週
間

市
で
は
「
障
害
者
週
間
」
に
、

ダ
ン
ス
や
ス
ポ
ー
ツ
を
知
っ
て
、

学
ん
で
、
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
ロ
月
4
日
出
午
後
2
時
か

ら
4
時
却
分

場
所
川
村
学
園
女
子
大
学
体
育

-
時
一一
r

一-
1
a早

川
町

tL

新潟県中越地震に

救援物資と義援金

館内

容

第

1
部
市
内
と
近
隣
市

町
で
、
障
害
児
・
者
を
受
け
入
れ

て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
(
サ
ッ

カ
ー
、
水
泳
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
)

を
紹
介
し
ま
す
。
実
際
に
体
験
で

き
ま
す
。

第
2
部

ラ

ブ
ジ
ヤ
ン
ク
ス

・パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
(
写
真
)

ラ
ブ
ジ
ヤ
ン
ク
ス
は
、

N
P
O

法
人
ト
イ
ボ
ッ
ク
ス
に
所
属
す
る

ダ
ウ
ン
症
の
人
た
ち
に
よ
る
エ
ン

タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
チ
1
ム
で
す
。

メ
ン
バ
ー
が
ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま

す。定
員
当
日
先
着
3
0
0
人

参
加
費
無
料

持
参
上
履
き

申
し
込
み
は
不
要
(
直
接
会
場
へ
)

圃
生
活
支
援
課
・
内
線
3
8
4

τ;:) 

市と市議会、社会届止協議会では、地震で被害を受けた地域に、

救援物資と義援金を送りました。
10月27日、川旧町へは毛布500枚、かまどセッ ト、飲料水、

簡易トイレ、 トイレッ トペーパーなどを、新潟県災害対策本部

へは義援金60万円を送りました。また、被災建築物の応急危険
度判定士の資格を持つ職員(建築士)2人を派遣しました。さ
らに、要請があり次第出発できるようゴミ収集車や給水車など

を待機させています。

市民の皆さんからの義援金は、直接市役所市民課生活支援諜・

各支所または社会福祉協議会へお持ちいただくか、郵便局(新潟

県災害対策本部指定口座・・陥00510・8・725)または金融機関か

ら新潟県災害対策本部へお振り込みいただくようお願いします。

固市民活動支援諜・内線217

人 ち会・品誇れる手賀沼をし存北
ハ鳥がと
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市職員の給与等を公表
我孫子市職員の給与の実態と定員管理の状況について、次のとおり公表します。

市駿員の給与は、 I地方公務員法jにより、生計費や国・他の地方公共団体の給与、民

間企業の従事者の給与、その他の事情を考慮して定めるものとされています。そして、国

家公務員給与の人事院勧告などを考慮して、議会の議決を経て定められた I我蔀子市一般

聴の職員の給与に関する条例jゃI我孫子市常勤の特別職の蹟員の給与等に関する条例j、

その他の給与条例・規則によって支給されています。

回総務課給与に関すること…内線209、定員管理に関すること…内線282

我孫子市

区 分
初 任 給

採用2年経過
後の給料月額

一般行政職
大学卒 184，400円 198，600円

高校卒 148，500円 160，200円

国

初任 給

I種184，400円
E種170，700円

138，800円

1人当たり給
与費(8/A) 

千円

7.563 

採用2年経過
後の給料月額

198，600円
184，400円

148，500円

5職員の学歴別・経験年数別平均給料月額の状況 (平成16年4月1日現在)
区 分 経験年数 10年 経験年数 15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 265，200円 308，500円 366，100円

高校卒 213，900円 265，200円 320，300円

技能労務職 高校卒 213，900円 254，100円 293，100円

聞経験年数とは、学校卒業後直ちに我孫子市に採用され、引き続き勤務している場合には
採用後の年数をいい、採用前に民間企業に勤務していた場合などには、その期間を換算し

採用後の年数に加算した年数をいいます。

6一般行政職の級別職員数の状況 (平成 16年4月1日現在)
区 分 1韻 2級 3韻 4級 5級 6韻 7級 8韻

計
標準的な職務内容 主事捕 主事 主怪主事 主任 主査長 課長補佐 課長 部長

職 員 数 1人 22人 79人 56人211人 白人 41人 33人 506人

構 成 比 0.2% 4.3% 15.6% 11.1% 41.7% 12.5% 8.1% 6.5% 1∞% 

参 1年前の構成比 0.4% 5.2% 15.1% 12.0% 42.3% 11.2% 8.0% 5.8% 1∞% 
考 5年前の構成比 2.6% 8.4% 18.0% 14.7% 37.6% 8.8% 5.8% 4.1% 1∞% 

倒1 標準的な職務内容と~;j:、それぞれの級に該当する代表的な職名です。
2.職員数は、我孫子市一般職の職員の給与に関する条例に基づく給料表の級区分によるものです。

7昇給期間短縮の状況

区 分 合 計
代表的な職種

一般行政職 技能労務職

職員数 (A) 1，021人 499人 115人

平成 普通昇給期間(12月"""24月)を 1人 1人 0人15年度 短縮して昇給した職員数 (8)

比率 (8/A) 0.1% 0.2% 0% 

8特別職の報酬等の状況 (平成16年4月1日現在)

区分
給料の月額

区分
報酬の月額 期末手当

(刊15年12月1日翻) 停属12年4ij1日翻) (平成 16年度支給割合)

市長 885，000円 議長 540，000円 6月期 2.1月分

助役 755，000円 副議長 480，000円 12月期 2.3月分

収入役 690，000円 議員 450，000円 4.4月分

9職員手当の状況 (平成 16年4月1日現在)
区分 我孫子市 国

扶
配偶者 13，500円 13，500円

養
配偶者以外鑑2人固ま識でJf1i人f6灘.000円

配i込L輯者堅竪抵なj主ふし虚蜘恥のの場合 1 λ 11.0<α〉珂0円
手

当
の扶養親族

住 借家の場合
家賃 11.000円を超える場合 家 家賃 12.000円を超える場合家賃

居
貨に応じて28.000円を限度に支給 に応じて27.000円を限度に支給

手 住~~居所有者で、かつ主たる生計維

当
自宅の場合 以外の者 93，2∞000円円

新築取得後5年間は、 2.500円

通 電車・パス
6カ月の定期券代を半年に一度支給 6カ月(の月定額期55券.0代00を円半を年限に度一)度支給

動 の利用者

手
需用高等妥

使用距離に応じ 4.600円'"23.900円 使用距離に応じ2.0∞円'"24.5∞円
当 を支給 を支給

期 期(末平・成 16年度支給(勤割勉合手) (期(末平手成当16年度支給(勤割勉合手) 
末 (支給期) ( 手当) 当) )当)
動 6月期 1.4月分 0.7月分 1.4月分 0.7月分
勉 12月期 1.6月分 0.7月分 1.6月分 0.7月分

手当
計 3.0月分 1.4月分 3.0月分 1.4月分

制上の鵬、献の報による加算措置| 有 有

勤(支給率)年 (自己都合) (勧奨 ・定年) (自己都合) (勧奨・定年)
退 続20 21.00月分 28.偲75月分 21.00月分 28.0875月分

勤続25年 33.75月分 43.335 月分 33.75月分 43.335 月分

職
勤続35年 47.50月分 切.鈎 月分 47.50月分 60.99 月分
最高限度額 60.00月分 切.鈎 月分 60.00円分 60.99 月分

手 定(年2前%早~期2退0%職の特i加別算措)置 定(年2前%早~期2退0%破の特加別算措)置

当 退'臨時特別昇給 勧奨退磁時1号給 1号俸

※市B闘の退.手当I!、千葉県市町村総合事務組合の退聴手当条例で支給率が定められています。

霊支 給 対 象 職員数 968人

支 給率 9% 
言国の制度(支給率) 一

職員全体に占める手当支給職員の割合 13.5% 
支給対象職員 1人当たり平均支給年額 56，925円

手当の種類(手当数) 6種類i謀! 代表的な手当の 支給額の多い手当 環境現場作業手当

名 称多くの職員に支給されている手当 一
平成 14年度 支給総額 268，539千円

(決算) 職員 1人当たり支給年額 265千円

平成 15年度 支給総額 273，032千円

(決算) 職員 1人当たり支給年額 276千円

凶水道事業会計の職員を除く一般職の職員を対象としています。

10職員定員の状況

(1)部門別職員数の状況 (各年とも4月1日現在)
区 分 職 員 数 対前年 主な増減理由
部 r， 平成15年平成16年増減数

一
議 士dE』 9 9 。

般
総 務務 151 146 -5 

警警!誤る減
税 52 53 

行
民 生 215 212 -3 
衝 生 84 83 よる滅

政 農林水産 14 14 。
昔B

商 工 5 5 。
土 木 106 105 事務縮小による滅

門 計 636 627 -9 
特 教 膏 159 154 -5 欠欠員員の不不補補充充と民問委滅託による滅

需別2 i首 防 146 145 の による

計 305 299 -6 

普通会計の計 941 926 -15 
公 水道 35 32 -3 

慈善 滅計会営企 下水道 18 16 -2 管直しによ滅る
その他 27 26 による

部門業等 小計 80 74 -6 
dロb‘ 計 1.021 1.000 ー 21

凶職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職
員などを含み、 臨時または非常勤職員を除いたものです。

(2)定員管理適正化計画
市では、定員の適正化を図るため、第二次定員管理適正化計画を定めています。
計画~、 14年度から 18 年度までの 5年間で、 13 年度当初比の 5.4%にあたる 57 人を

削減するものですが、中途退職者の増加等により、 3年目で計画数値を達成しました。
このため、今年度中に計画の見直しを行い、さらに削減を進めることにしています。

区 分 13年 14年 15年 16年 17年 18年 減合計

計画減数 12 15 12 8 10 57 
酎画職員数 1，049 1，034 1，022 1，014 1，004 
実績減数 12 28 21 ... ... 61 
実職員数 1，061 1，049 1，021 1，000 ... ... 

。はfあびこ楽校jの事業です。 市役所の電話番号ft7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp
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嘱託職員(非常勤)
募集します

~ -
市
で
は
、
一
般
事
務
嘱
託
職
員
を

募
集
し
ま
す
。
採
用
試
験
に
合
格
し

.. 
ti 

た
方
を
受
録
し
、
必
要
に
応
じ
て
採

用
し
ま
す
。

対
象

普
通
自
動
車
道
転
免
許
を
有

し
、
窓
口
業
務
、
計
算
業
務
、
検
査

業
務
な
ど
一
般
事
務
処
理
が
で
き
、

か
っ
パ
ソ
コ
ン
操
作
に
慣
れ
た
健
康

な
方

募
集
人
数
日
人
程
度

採
用
予
定
時
期
・
期
間

登
録
後
随

時
、
最
長
1
年
間
(
更
新
あ
り
)

勤
務
回
数
・
時
間

1
週
当
た
り
却

時
間
以
内
(
例
一
週
5
日
で
1
日
6

時
間
勤
務
、
月
日
日
で
1
日
8
時
間

勤
務
な
ど
)

※
配
置
職
場
に
よ
っ
て
は
、
土
曜
日

お
よ
び
夜
間
(
午
後
8
時
頃
ま
で
)

に
勤
務
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

勤
務
場
所

市
役
所
、
各
支
所

報
酬

月
比
万
5
0
0
0
円
以
内

(
通
勤
手
当
別
途
支
給
)

採
用
方
法

第
1
次
試
験
(
筆
記
試

験
〈
一
般
教
養
試
験
・
短
大
卒
程
度
V

)

手
賀
沼
カ
レ
ン
ダ
ー
を
配
布

ク
リ
ー
ン
手
賀
沼
推
進
協
議
会
で

は
、
手
賀
沼
浄
化
の
願
い
を
込
め
て

作
成
し
た

「手
賀
沼
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

配
布
日
時
・
場
所
左
表
参
照

配
布
上
の
注
意

①
多
く
の
方
に
配

布
で
き
る
よ
う
、
配
布
場
所
に
お
越

し
い
た
だ
い
た
方
、
-
人
に
つ
き
1

部
と
し
ま
す
②
配
布
時
間
内
で
も

部
数
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す

③
電
話
予
約
や
郵
便
で
の
申
し
込
み

は
で
き
ま
せ
ん
④
配
布
場
所
付
近

で
路
上
駐
車
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い

圃

手
賀
沼
課
宮
7
1
8
5
・
1
4

8
4
 

配布場所 配布時間
つくし野コミュニティホール
湖北台市民センター

湖北地区公民館
布佐市民センター本館

根戸近隣センター 9時

久寺家近隣センター 17時
天王台北近隣センター

新木近隣センター

布佐南近隣センター

アビスタ

市(市役民所会館C敷会地議内室プレハブ)
8時30分

19時

V配布日時・場所。12月2日同

。12月3日l割以降・前日までの残
がある場合に手賀沼諜(市役所西別
館4階)で酌(8聞30分から17時)

-:ロ
月
四
日
制
実
施
、
2
次
試
験
(
面

接
)
:・
平
成
口
年
1
月
中
に
実
施

申
し
込
み

嘱
託
職
員
試
験
申
込
書

(
市
役
所
総
務
課
、
各
支
所
・
行
政

連
絡
所
に
用
意
)
に
必
要
事
項
を
明

を
う
ふ

記
し
、
写
真
貼
付
の
、
?
え
日
月
初
日

午
後
5
時
ま
で
(
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
)
に
総
務
課
へ
直
接
本
人
が
持

参
(
郵
送
は
不
可
)

。
身
体
陣
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

を
対
象
に
登
録
嘱
託
職
員
を
募
集

対

象

身

体
障
害
者
手
帳

(
1
級
か

ら
6
級
)
を
お
持
ち
の
方
で
、
介
護

者
な
し
で
一
般
事
務
が
遂
行
で
き
、

パ
ソ
コ
ン
操
作
に
慣
れ
た
、
自
力
通

勤
の
可
能
な
方

募
集
人
数

3
人
程
度

採
用
方
法

書
類
選
考
後
、
面
接
(
1

月
中
)

※
こ
の
ほ
か
は
、
一
般
事
務
嘱
託
職

員
の
募
集
内
容
と
同
じ
で
す
。

圃

総
務
課
・
内
線
2
3
2

手賀沼ふれあい清掃
ひとりひとり(j)tJで老っときれい足元李白~(2

「
ひ
と
り
ひ
と
り
の
力
で
も
っ
と

き
れ
い
な
手
賀
沼
に
」
を
テ
l
マ
に
、

我
孫
子
駅
北
口
原
動
機
付
自
転
車
駐
車
場

ロ
月
1
日
開
設

利
用
申
請
は
円
周
作
白
か
ら

我
孫
子
駅
北
口
仮
設
バ
イ
ク
置
場

は
、
ロ
月
1
日
か
ら
「
我
孫
子
駅
北

口
原
動
機
付
自
転
車
駐
車
場
」
に
な

り
ま
す
。
こ
の
駐
車
場
は
原
動
機
付

き
自
転
車
(
由
民
以
下
)
専
用
で
、

有
料
登
録
制
で
す
。
利
用
に
は
申
請

が
必
要
で
す
。

受
付
日
時
日
月
口
日
か
ら
初
日

(
日
曜
日
を
除
く
)
午
前

6
時
加
分

か
ら
9
時
却
分

(
1
日
3
時
間
)

利
用
期
間
ロ
月
1
日
か
ら
平
成
口

年
3
月
担
固
ま
で
(
利
用
は
年
間
契

約
〈
今
回
に
限
り
4
カ
月
〉
で
、
期

間
内
に
使
用
を
や
め
る
場
合
は
手
続

き
が
必
要
で
す
)

利
用
対
象
勤
務
先
や
家
が
最
寄
り

駅
か
ら
5
0
0
m
を
超
え
る
方
で
、

手
賀
沼
ふ
れ
あ
い
清
掃
実
行
委
員
会

で
は
、
第
M
回

「手
賀
沼
ふ
れ
あ
い

清
掃
」
を
行
い
ま
す
。

手
賀
沼
の
水
質
浄
化
を
さ
ら
に
進

め
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
る
た
め

に
、
清
掃
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

時

ロ
月
5
日
制
午
前

9
時
か
ら

U
時
(
雨
天
中
止
)

集
合
場
所
手
賀
沼
親
水
広
場

清
掃
場
所
手
賀
沼
親
水
広
場
周
辺

の
道
路
と
遊
赤
道

持
参

タ
オ
ル
、
軍
手
な
ど

※
清
掃
作
業
が
で
き
る
服
装
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

不
要
(
直
接
集
合
場
所

へ)
※
団
体
で
参
加
す
る
場
合
は
手
賀
沼

謀
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

圃

手
賀
沼
課
・
内
線
4
6
7

※
開
催
の
有
無
は
、
当
日
午
前
8
時

か
ら
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
宮
7
1
8
5

.
5
0
0
0
コ
1
ド
番
号
8
5
0
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

原
動
機
付
き
自
転
車
(
日

α
以
下
)

を
使
用
す
る
方

利
用
料

2
4
4
0
円
(
4
カ
月
分
)

申
請
か
ら
利
用
ま
で

①
申
請
書

(
管
理
人
室
に
用
意
)
に
必
要
事
項

を
明
記
し
、
管
理
人
室
窓
口
に
提
出

し
て
納
入
通
知
書
の
交
付
を
受
け
る

②
使
用
料
を
指
定
の
金
融
機
関
(
納

入
通
知
書
に
表
示
)
に
納
入
し
領
収

舎
の
交
付
を
受
け
る
③
領
収
舎
を

管
理
人
室
窓
口
に
提
示
し
宿
命
刑
シ
ー

ル
の
交
付
を
受
け
、
バ
イ
ク
に
添
付

。
一

時
利
用
の
場
合

駐
車
場
で
2
0
0
円
の
利
用
券
を

購
入
し
、
バ
イ
ク
に
添
付
(
駐
車
1

回、

M
時
間
以
内
)

圃

交
通
整
備
課
・
内
線
3
3
0

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、
一

度
手
続
き
を
す
れ
ば
毎
月
納
め
に
行

く
手
聞
が
省
け
る
口
座
振
替
が
便
利

で
す
。
-
年
前
納
や
半
年
前
納
も
で

き
ま
す
。

手
続
き
は
、
口
座
の
あ
る
全
国
の

金
融
機
関
(
農
協
含
む
)
や
郵
便
局

に
国
民
年
金
保
険
料
納
付
書
ま
た
は

年
金
手
帳
を
持
参
の
、
?
え

「
国
民
年

金
口
座
掻
替
納
付
申
出
番
」
に
必
要

事
事
乞
記
入
し
、
通
帳
の
届
出
印
を

押
す
だ
け
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

圃

国
保
年
金
謀
・
内
線
3
5
5

回
親
ヒ
手
ぬ
ふ
れ
あ
い
数
室

た

の
し

今
静
か
な
ブ
1
ム
に
な
っ
て
い
る

絵
手
紙
。
こ
の
絵
手
紙
の
技
法
で
、

す
て
き
な
年
賀
状
を
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
親
子
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

い
絵
手
紙

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

日

時

ロ
月
4
日
出
午
前
9
時
却
分

か
ら
午
後
O
時
加
分

場
所

市
民
図
書
館
布
佐
分
館

対

象

小

学
校
3
年
生
か
ら
中
学
生

と
保
護
者
、
先
着
8
組
却
人
程
度

参

加

費

無
料

申
し
込
み

ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ク
ス
、

E
メ
1
ル
の
い
ず
れ
か
で
「
た
の
し

い
絵
手
紙
」、

住
所
、
全
員
の
酎
鋭
、

学
校
名
・
学
年
、
電
話
番
号
を
明
記

し
、
一
T
2
7
O
I
l
l
6
6
我
孫
子

1
6
8
4
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

附

7
1
8
2
・
5
8
6
7
E
メ
l
ル

mM詰
W
3
W
3
5
w
z
@
a
q・
ω
E

W0・n
E
E・号へ

圃

社
会
教
育
課
宮
7
1
8
5
・
1

6
0
4
 

回雑木林で

遊ぼうよ

現場レンジャー単習会

利根川を知ろう

。臼谷3章。e慾観察告

紅葉乙冬君を観察しょフ

手賀の丘公園の動植物を観察しなが

ら、冬の雑木林で遊びます。

日時 12月18日出午前9時30分
蝿所手賀の丘少年自然の家・手賀の

丘公園(参加無料)

対象・定員小学生以上、先着40人
主催鳥の博物館、手賀の丘少年自然

の家

申し込み・固 電話で手賀の丘少年自

然の家D7191-1923ヘ

環境レンジャーでは、市の北側を流れる利根川の

学習会を企画しました。利根川の水害と治水の歴史

や北千葉導水事業について、一緒に学びませんか。

日時・場所 11月23日佃午後2時から4時、手

賀沼親水広場「水の館J3階研修室

講師豊田浩さん(国土突通省利根川下流河川事務

所調査課長)、竹測勉さん(同事務所広域水管理課長)

定員先着50人

参加費無料

主催我孫子市環境レンジャー、我菰子市

申し込み・固 電話で手賀沼謀・内線462ヘ

察指導員)

定員先着25人

参加費無料

措参 jレーペ(お持ちの方)

申し込み・固電話で手賀沼謀・

内線464ヘ
※動きやすい服装でご参加くだ

さい。

※開催の有無は、当日の午前8

時からテレホンガイドD7185・

5000コード番号850でお知ら

せします。

岡発戸、都部の谷津で、粗葉

と冬芽を観察しましょう。

日時・蝿所 11月20日出午前

9時30分東我孫子駅南口広場

集合、11時30分現地解散予定

(小雨実施、荒天中止)

案内員染谷適夫さん(自然観

ζ剃簡(f;eぃ 防災行政無線放送テレホンサービスft0120-031676 ファクスガイド ・ファクス便利帳ft7183-6000 テレホンガイド ・声の便利帳ft7185-5000 
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平成15年度の54事業を点検、 15事業を改善

行政評価の結果

t1 怠

市では、平成 15年度に実施した事業のうち、 54事業について点検と評価を

行いました。各事業の評価結果(表2)と改善策の概要についてお知らせします。

行

政

評

価

と

は

市
が
行
う
事
業
に
つ
い
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
分
か
り
ゃ
す
い
達
成
目

標
や
達
成
度
を
評
価
す
る
指
標
を
設

定
し
、

「
目
標
を
達
成
し
成
果
を
あ

げ
て
い
る
か
」「
市
が
実
施
す
る
必

要
が
あ
る
か
」「
市
民
と
の
協
働
を

工
夫
し
て
い
る
か
」「
事
業
を
効
率

的
に
進
め
て
い
る
か
」
な
ど
の
視
点

か
ら
評
価
し
ま
し
た
。
評
価
結
果
を

事
業
の
改
善
に
つ
な
げ
、
よ
り
効
果

的
で
効
率
的
な
行
政
運
営
を
め
ざ
し

ま
す
。平

成
比
年
度
か
ら
凶
年
度
ま
で
を

第 1129号

第
1
段
階
と
し
て
、
評
価
対
象
事
業

を
徐
々
に
増
や
し
、
評
価
制
度
を
定

着
さ
せ
て
い
ま
す
。

評
価
の
方
法
・
結
果

評
価
は
2
段
階
で
、

1
次
評
価
は

事
業
を
担
率
一
す
る
部
課
で
行
い
ま
し

た。

2
次
評
価
は
、
今
回
か
ら
民
問

委
員
4
人
(
学
識
経
験
者
1
入
、
市

民
3
人
)
を
含
む
8
人
で
構
成
す
る

行
政
評
価
委
員
会
で
行
い
ま
し
た
。

評
価
委
員
会
で
は
、
担
当
の
職
員
か

ら
事
業
の
説
明
を
受
け
て
、
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
実
施
し
て
評
価
し
ま
し
た
。

2
次
評
価
に
市
民
が
参
加
し
た
こ

と
に
よ
り
、
市
民
の
視
点
か
ら
多
面

的
な
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
、
各
事
業

の
改
善
に
つ
な
が
る
市
民
な
ら
で
は

の
意
見
が
出
さ
れ
、
委
員
会
の
機
能

が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

-
次
評
価
で
「
現
状
ど
お
り
推
進
」

と
し
た
事
業
は
必
件
で
し
た
が
、

2

次
評
価
で
は
ぬ
件
に
減
っ
て
、
改
善

が
必
要
な
事
業
が
日
件
に
増
加
し
て

い
ま
す
(表
1
)
。

評
価
結
果
を
反
映
し
た

改

善

策

の

実

施

今
後
、
改
善
が
必
要
と
さ
れ
た
日

事
業
に
つ
い
て
は
、
評
価
を
踏
ま
え

決
定
し
た
改
善
策
(表
3
)
を
確
実

に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

V表 1r1次評価jとr2次評価Jの比較
評価結果 1次評価 2次評価

現状どおり推進 46 39 
拡 充 1 6 
事業手法見直し 5 7 
縮 小 1 1 
廃 止 1 0 
そ の他 o 1 

計 54 54 
※2次評価の(事業手法見直しJIこは廃止前提の1事業を含む。

要

改

善

tl1. 事業 名 担当課 事業の目 的 指 標 目標値 達成度 対応方針

1ジャパンバードフェスティパル企画調整担当 鳥をとおして環境を考える機会を提供し、その大切さをアピールする 参加団体数 90団体 93団体拡 充

2財政事情の公表 財政担当 市の財政状況を広報やホームページで公表し、市民にお知らせする メール、電話等による意見の件数 8件 8件事業手法見直し
3177'イリングシステムの維持管理総務課文書管理を全庁的に統一し、文書の検索性を高め、適正な管理を行う 総合評価Bの割合 32.8% 45.3% 現状どおり推進

4市政への手紙・メール 秘書課市民からの市政への意見、要望などを広く聴き、市の施策に反映させる 改善・市政反映率 50.0% 25.4% 現状どおり推進
5テレホンガイド・ファクス便利帳広報室 電話・ファクスで24時閉幕らしに関する情報を市民ヘ提供する 利用件数の割合(対世帯数) 0.8% 0.66% 縮
6パソコンルームの運営 情報システム課市民や市民団体、職員が情報活用能力を習得するための場を提供する 年間利用率 70% 52.4% 事業手法見直し
7公用車の集中管理 管財課公用車の効率的な利用を進める 共用車の平均利用率 53% 50.22% 現状どおり推進

8臨戸徴収事務 収税課滞納となった税金を確実に徴収する 市税の徴収率 92.5% 92.76% 現状どおり推進
9誤課税の防止 課税課税務事務を正確に行う 納税通知書更正分の件数 0件 9件現状どおり推進

10自動交付機の設置 市民課 自動交付棋による閉庁時の証明書発行と、開庁時の窓口業務の混雑緩和を進める 自動交付機利用率 17% 19.73% 現状どおり推進

11 国民健康保険税の徴収 国保年金課滞納となった国民健康保険税を確実に徴収する 国民健康保険税の徴収率 現年度93%現年度9225九現状どおり推進
(臨戸徴収) (現年度・繰越分) 繰越分15%繰越分13.96弘

12自主防災組織の組織率の向上市民活動支援課地域で救助などができるよう自治会・町内会などに自主防災組織を作ってもらう 自主防災組織率 60.9% 59.2% 現状どおり推進
13創業者支援研修 商工観光課新たな事業を起こそうとしている人を対象に会社経営のノウハウなどを提供する 研修に参加し創業した人数 8人 5人現状どおり推進

14農家と語るつどい 農政課農家と消費者・市民との交流を通して、市内農産物のI地産地消J;を進める つどいへの参加者数 40人 186人廃 止
地球逼暖化対策の推進(住宅用 手賀沼課 自然エネルギーの有効利用と地球環境への負荷の低減を進める 発電システム普及件数 (4105件4増件) 

208件現状どおり推進15 太陽光発電システム設置費補助) (94件増)
16プラスチックの資源化 クリーンセンター プラスチック製容器包装廃棄物を分別収集・リサイクルしてごみを減量する 同廃棄物の搬出量 1500 t 1565 t 現状どおり推進

17交通安全教育の充実 交通整備課警察や交通安全協会と連携して交通安全教室を開催し、交通安全意識を高める 開催幼稚園・小中学校教 7校(圃) 7校拡 充
18男女共同参画の推進 男女共同参画担当審議会等ヘ男女が等しく参画し、男女それぞれの視点・意見を反映する 審議会等の女性委員の割合 35% 35.5% 現状どおり推進

19福祉相巌窓口での相設業務福祉総合相議室福祉に関する相談に応じ、問題を解消・軽減するための助邑や情報提供を行う 情報提供等を行った件数の割合 100% 100% 現状どおり推進

20 待個探知システムの充実 介護支援課俳個探知システム尊用端末機を使って、俳個高齢者の早期保護を行う 利用者の24時間以内の保語率 100% 100% 現状どおり推進

21 スーパーパイザーの活用 あらき圃 専門家から助言を受け、知的障害者等の生活支援策を改善する 助言により改善した支援策の割合 30% 52% 現状どおり推進

22 病児保育事業 保育課病気回復期の子どもを預かり、安心して子育てできる環境を整備する 利用予約者数(利用者数)1∞人(ω人)1:22人(白人)現状どおり推進

23 健康づくりうんどう教室(湖北台)保健センター うんどう遊園を整備し、運動の習慣化と健康の維持・増進を図る 平均参加者数 35人 18人事業手法見直し

24 市有建築物の工事監督 施設建設課市の建築物に関する工事が契約どおり適正に実施されているか確認する 是正指導を行った割合 50% 58% 現状どおり推進

25 市道∞-130号線道路改良事業 道路課幅員が狭い道路を改良し、事故防止など道路の安全性を高める 用地取得率 100% 0% 現状どおり推進

26 下水道水洗化重点推進地下水道課汚水本管に接続していない水洗化率の低い地区を重点推進地区に定めて、 1年間の水洗化率 5% 2% 現状どおり推進区での水洗化の普及促進 その地区の水洗化を促進する

27 河川愛諸事業(利樹|開|晴)治水課我孫子市の特徴的な自然環境を構成する利根川河川敷の環境美化を進める 回収したゴミの量 2t車3台 2 t車3台事業手法見直し

28 新制自陸自区計画によるまちづくり 都市計画課地区計画を守ってもらい、良好な住宅地を形成する 不適合建築物等の発生率 5% 14.77% 現状どおり推進

29 違反建築物の指導 建築指導課建築物の安全性を高めるため、違反建築の指導を行う 指導件数に対する鉦件数の割合 60% 0% 現状どおり推進

:.ll 市民手づくり公園事業 公園緑地課市民自らが地域で特色のある公園づくりを行い、市民の交流を進める 手づくり公園の個所数 8カ所 7カ所現状どおり推進

31 
開発行為に関する条例に基づく

宅地課
事業者と事前協議を行い、適正な開発行為を誘導し、快適で暮らしやす 指導件数に対する事前協議

100% 100% 現状どおり推進まちづくり(事前協麓による指導) いまちを実現する が締結された件数の割合

32 天王台土地区画整理事業の清算 区画整理課土地区画整理事業を早期に終了させるため清算事務を迅速に行う 積収金額に対する収入清額の割合 90.5% 86.4% 現状どおり推進

33 債権者に対する適正な口座支払い 会計課債権者の口座変更などに的確に対応し、正確な事務処理を行う 誤った口座の件数(エラー件数) 200件 213件現状どおり推進

V表2平成15年度事業(54件)の評価結果(背景が色付きのものは改善事業)

回 芸術文化.3¥れあい事業『子と宅信唱団』

金 =団員を募集 〉45
合唱団の仲間と歌う楽しさを体験しませ 電話番号、Eメーjレアドレス(ある方)を

んか。来年1月15日出と2月19日{却に 明記し、 11月30日までに教育委員会文化

は、市民プラザで発表会を予定しています。 諜剛7182-5867Eメールbunka@city.

練習の日時・場所右表参照 abiko.chiba.jpヘ
講師勝巴美智子さん(歌の広場 .2003 主催我孫子市教育委員会

あぴこ市民ミュージ力jレ歌唱指導)ほか 園教育委員会文化課07185・1601

対象・定員小学校2年生から6年生、
V練習日程(いずれも土曜日)

50人(応募者多数の場合は全員が参加で 日 程 場 所

きるように謂整します) 12月 4日、 11 日、 18日、25日弔日~ ... 

参加費 1000円(12月4日に徴収) 1月22日、29日 ノl..^'"

申し込みファクスまたはEメールで、「子 2月 5日、 12日、 26日 ほか

ども合唱団J、住所、氏名、学校名、学年、 ※時聞は午前9時30分から 11時30分。

『作調の広場j

l a! 
の方は年齢)を明記し、 12月27日

必着で〒 270・1166我孫子 1684教

育委員会文化謀剛7182-5867Eメー
ルbunka@citY.abiko.chiba.jpヘ
主催我課子市教育委員会

園教育委員会文化課07185・1601

回 芸術文化.3¥れあい事業

思 夢。麗1言之 勺
'
}

V開催日程 (いずれも土曜日)

日程 場所

1月22日、29日

2月12日、 19日、 26日アビスタ

3月12日、 19日、 26日
※時間t~午前 9時30分から 11 時30分。

テーマの選び方から、表現方法、英

語の取り入れ方などの技を学び、作詞

の楽しさを体験してみませんか。

日時・場所右表参照(参加無料)

講師宇内悦子さん (2003あぴこ市

民ミュージカル作詞家)

対象・定員小学校4年自ユ上の方、

20人(鴎者多数の場合は抽選)

※大人の方も参加できます。

申し込み ハガキ、ファクス、 Eメー
jレのいずれかで、「作詞の広場J、住折、
氏名、電話番号、学校名・学年(大人

市役所の電話番号ft7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp。 は「あぴこ楽校jの事業です。
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"。 事業 名 担当課 事業の 目 的 指 標 目標値 達成度 対応方針

34 護持例のデータベース化(委員会)議会事務局 議事事例をデータベース化し、迅速・正確に情報を検索できるようにする 委員会の蓄積事例件数 60件 69件現状どおり推進

35 料金未納対策(給水停止) 経営課滞納となった水道料金を給水停止などを実施し確実に徴収する 給水停止件数に対する
10% 4.2% 現状どおり推進給水停止継続者の割合

36 漏水防止対策 工務課漏水を防止するため、調査を行い、計画的な修績を実施する 有効率(水道管からの漏水を
92.7% 91.1% 現状どおり推進(漏水調査と修譜) 減らし有効に利用する割合)

37 消防職員の安全運転管理 (消)総務課安全運転研修を実施し緊急自動車での事故を防止する 緊急自動車交通事故発生割合 0% 0.05% 現状どおり推進

38 消防設備等の点検指導 予防課
消防設備等の安全性を高めるため、関係者に消防法に基づく報告を行う

点検報告率 40% 17.32% 事業手法見直しょう点検指導を行う

39 
応急手当の普及活動

警防課
学校、自治会、企業などで応急手当の研修を実施し、救命率の向上を図 受講率(全受講者数/ 4.6% 4.7% 拡 充(普通・上級救命講習) る 12歳以上の市民数) (700人増)(768人増)

40 
随時監査の実施(財政援監査委員 援助団体に交付した補助金がその目的どおり適正に執行されているか監 監査指導事項件数に対

100% 100% 拡 充助団体等の監査事務) 事務局 査を行う する是正の実施率

41 投票区域の見直し (選)事務局 第6'7・8投票区域を見直し、投票所を利用しやすい場所に設置し投票率を高める 3カ所の平均投票率 56.13% 65.07% 現状どおり推進

42 標準小作料の見直し (農)事務局 標準小作料を適正に設定し、農地の貸借に活用してもらう 標準小作料を目安にしている割合 50% 50% 現状どおり推進

43 
教育委員会事務進行管理

(教)総務課教育委員会事業の進行管理を適切に行い、事業を円滑に実施する 事務事業の執行率 100% 100% 現状どおり推進会議の運営
44 学校評議員制度の充実 学校教育課全小・中学校に学校評議員を設置し、意見や助昌を得て、学校経営に生かす 1校当たりの意見や助昌の数 43件 43件現状どおり推進

45 
国際理解教育の推進

指導課児童・生徒を対象に生きた英会話授業を行い、英会話への関心を高める
英会話に興味を持った

85% 85% 現状どおり推進(A L T事業) 児童・生徒の割合

46 地域交流教室 社会教育課学校の余裕教室を生涯学習の場として、サークルや自治会活動などに有効活用する 地域交流教室使用稼動率 55% 53.9% 現状どおり推進

47 小学校プール市民一般開放 体育課夏休みに小学校プールを開放し、身近にプールを利用できるようにする 延べ利用者数 |削れ側人 湖北台西小ミ153人人I現推状どおり
根戸小2，870人根戸小3，246 進

48 あぴこ市民ミュージカル 文化課市民がミュージカルを制作・上演し、新しい芸術文化事業のあり方を創造する 参加者の満足度 80% 91% そ の 他

49 市史刊行(近・現代篇) 市史蹟さん室明治初期から現代までの f我孫子市史jを刊行し、歴史や郷土への理解を深めてもらう 15年度の事業の完成割合 50% 50% 現状どおり推進

50 出前講座の開催 生涯学習担当 市職員を講師として派遣し、市民の勉強会などの学習活動を支援する 開催講座数 36回 67回現状どおり推進

51 
市民カレッジ

公民館
我孫子の環境を学習・見学し、我孫子の良さを楽しく学び、まちづくり まちづくりへの関心・意欲

80% 55% 廃 止あぴこ楽学コース 活動への関心・意欲を高めてもらう を持った受講生数の割合
52 移動図書館の運営 図書館市内 14カ所のステーションで図書の貸出・返却などのサービスを行う 移動図書館の利用者数 21.7人/固 21.7人/固 現状どおり推進

53 体験学習室の活用 鳥の博物館触れる標本や教材など参加体験型の展示により親しまれる博物館とする 来場者満足度(アンケー卜) 70% 86% 拡 充

54 平和事業(朗龍劇この子たちの夏)企画調整担当 被爆当時の手記・詩歌をまとめた朗読劇を通して、平和の尊さを訴えていく 参加者数 100人 170人拡 充
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※担当課の(消)は消防本部、(選)は選挙管理委員会、(農)は農業委員会、(教)は教育委員会の略です。
※ fあびこ市民ミュージカルjの2次評価は、事業が15年度で終了したため fその他jとしました。

改善事業(15件)の改善策

Ib 事業 名 改 善 策 の 概 要

1ジャパンバードフェスティパル 16年度は事務局を企画調整担当、鳥の博物館、手賀沼課で4構成し、商工観光課、農政課と連携して実施したが、
17年度からは事務局と商工観光課、農政課、広報室、教育委員会文慨が企画段階から連携して実施する

2財政事情の公表
予算や決算の状況を分かりやすくお知らせするため、広報の特集でページ数を増やす。市政ふれあい
懇談会や出前講座などで財政状況を説明し、情報提供のあり方について市民の意見を聴き検討する

3テレホンガイド・フ 7クファクス便利帳は利用者の減少により 16年度で終了し、 17年度から廃止する。テレホンガイ
ス便利帳 ドは他の手法を検討しながら利用状況を確認し、 16年中に廃止を含めて対応方針を決定する

4パソコンルームの運営 16年度から空き情報を各課に提供して利用率を高め、 17年度中に継続の可否を検討する

5農家と語るつどい
農家と語るつどいは終了とする。その成果を踏まえ、あびこ型 I地産地消j推進協議会と連携して Iあ
びこ工コ農産物j定期間売会への支援など実践的な取り組みを進め、消費者へのPRも積極的に行う

6交通安全教育の充実 高齢者へは福祖関係部局や交通安全シルバーリーダーと連携し、交通事故の情報提供やチラシの配布などに取り
(交通安全教室) 組む。児童生桂へは小・中学校での交通安全教室の開催やPTAなどによる交通安全推進隊づくりを酎きかける

7健康づくりうんどう教室 16年度から、より中・壮年期の参加しやすい教室内容を検討・試行する。遊具の活用を高め
(湖北台) るため現在使用している4つの遊具以外の利用手法についても検討し、 17年度から実施する
河川愛諸事業

17年度から、より多くの市民の参加を得て、国土交通省の協力のもとに実施する81'(利根川河川清掃)

9消防設備等の点検指導 点検報告のない防火対象物を抽出して、立入検査を実施する。追跡調査を行い、点検報告のな
ぃ防火対象物の関係者に文書で報告するよう通知し、点検報告率を高める

10 
応急手当の普A活動 今後も自主防災組織などに働きかけ、積極的に普及活動を推進する。 17年度からは応急手当
(普通・上級救命講習) 普及員の養成に向けたカリキュラムの作成や実施方法の検討などに取り組む

11 
随時監査の実施(財政援 16年度は財政援助団体の監査を 15年度より 1団体増やし、 17年度以降も段階的により多く
助団体等の監査事務) の財政援助団体の監査を実施できるよう検討する

12 あぴこ市民ミュージカル 市民参加型文化事業を充実するため、 16年度に文化芸術の担い手を養成する舞台の企画・制怖座を実施する。
市民の企画提案による文化事業を公募しており、 17年度に市民が中心となって取り組むミュージカルを行う

13 
市民カレッジ 参加者が少なく、文学歴史コースと重複があるため、廃止する。 17年度以降は、市民カレッ
あぴこ楽学コース ジを再編して、具体的な事業を検討する

14 体験学習室の活用 新たに探鳥会や観察会などを行い、参加体験型事業を拡充させる。鳥の博物館友の会会員など
と連携して観察指導者を育成する仕組みづくりを進める

15 
平和事業 市で，~、過去の戦争体験を確実に継承し、現在の戦争や紛争などを通して平和の問題を考えていくため、さまざまな
(朗読劇この子たちの夏) 団体と連携して平和事業に取り組んできた。今後も、この方針のもと、市民の意見を聴いて多様な取り組みを進める

V表3

ぬ ご家族c野菜フ〈りψ花コ〈り 念

品齢市民農園の利用者を募集事
募集区画高野山ふれあい市民農園一 区画面積 30ni (5 m x 6 m) 

般区画..148区画、ウッドウオール区 使用料年額9000円

画..4区画(応募者多数の場合は抽選) ※ウ、ソドウオーjレ区画は面積と使用料が

※ウ、ソドウオール区画は車イスの利用可。 異なりますので、お問い合わせください。

対象市内在住の方(高野山ふれあい市 申し込み往復ハガキに「市民農園利用

民農園J"'O区画または浅間前新田市民 希望J、住所、氏名、年齢、職業、電話

農園を現在利用している方を除く) 番号、現在市民農園を利用している方は

※高野山ふれあい市民農園(第1期分) 区画番号、返信面にあて先を明記し、 12

を現在利用している方力胃度当選した場 月1日消印有効で〒 270・1192市役所

合は、引き続き同区画を利用できます。 農政課(位月省略可)ヘ(応募は1世帯

利用期間平成17年4月1日から 19 1枚に限る)

年3月20日 固農政課・内線512

上映会
-Di曹司=1.. 覇罰.

「伊能忠敬~子午線の夢j

効で〒 105-0004港区新橋5の20の4

「土木の日J事務局上映会A係ヘ
主催 国土突通省関東地方整備局利根川

下流河川事務所

固国土突通省「土木の日J事務局(ニ

ッセイ工ブロ内)ft03・5733・5171

「土木の日Jを記念して、映画上映会

を開催します。高野山小学校吹奏楽部の

演奏なども行います。

日時・蝿所 12月19日(日)午後O時50

分骨演、市民会館(入場無料)

内容映画「伊能忠敬~子午線の夢J上
映、東京音楽大学生のピアノソロコンサ

ー卜、高野山小学校吹奏楽部の演奏、パ

ネル展示ほか

申し込み 往復ハガキに住折、氏名、電

話番号、希望人数 (3人まで)、返信面

にあて先を明記し、 11月30日消印有

ζ剃簡(f;eぃ 防災行政無線放送テレホンサービスft0120-031676 ファクスガイド・ファクス便利帳ft7183-6000 テレホンガイド・声の便利帳ft7185-5000 
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催
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・
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無
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無
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)

申
・
圃

ハ
ガ
キ
に
(
ダ
ブ
ル
ス
は

2
人
の
)
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

所
属
団
体
名
、
大
会
名
、
種
目
を
明

記
し
、
ロ
月
3
日
必
着
で
〒
2
7
o

l
l
l
6
4
つ
く
し
野
3
の
凶
の
3

0
3
中
山
妙
子
宮
7
1
8
2
・
3
1

申
・
圃

電
話
で
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

千
葉
県
第
必
団
・
北
嶋
君
7
1
8
4

・
4
5
3
1

我
孫
子
登
山
倶
楽
部

市

民

登

山

教

室

日
・
所
ロ
月
ロ
日
制
5
時
初
分
、

我
孫
子
駅
北
口
広
場
集
合
(
雨
天
実

施
)

行
き
先
箱
根
・
三
国
山
(
歩
行
時

間
約
4
時
間
)

対

必

人

(
応
募
者
多
数
時
は
抽
選
)

費

6
0
0
0
円
(
保
険
料
を
含
む
)

申
・
圃

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
日
月
沼

田
必
着
で
〒
2
7
o
l
l
l
4
3
天

王
台
6
の
5
の
9
谷
川
則
行
宮
7
1

8
5
・
2
9
7
0

手
賀
沼
短
歌
学
習
会

日
・
所
ロ
月
4
日
出
H
時
i
M時、

ア
ピ
ス
タ
(
参
加
無
料
)

内

初
め
て
短
歌
を
つ
く
る
方
の
た

め
の
実
作
と
鑑
賞
に
つ
い
て

対

先
着
却
人

申
・
圃

電
話
で
ロ
月
3
固
ま
で
に

我
孫
子
の
文
化
を
守
る
会
・
三
谷
宮

7
1
8
3
・
1
0
7
7

第
布
団
史
跡
文
学
散
歩

柳
宗
悦
を
中
心
に
白
樺
散
歩

日
・
所
日
月
お
日
制
9
時
、
我
孫

子
駅
南
口
集
合
(
小
雨
実
施
)

行
程
武
者
小
路
邸
跡
、
リ
1
チ
碑

柳
邸
跡
、
嘉
納
邸
跡
、
志
賀
邸
跡

費

5
0
0
円
(
資
料
代
ほ
か
)

申
・
圃

電
話
で
日
月
お
日
ま
で
に

概
商
品U7
1
8
2
・
9
5
5
4

江
戸
東
京
史
跡
文
学
散
歩

「
紅
葉
の
小
金
宿
を
訪
ね
る
」

日
・
所
日
月
包
日
制
9
時
、
北
小

金
駅
改
札
集
合
(
小
雨
実
施
)

行

程

尉

獣
L

、
玉
屋
、
J

財
布

大
勝
院
、
大
谷
口
城
、
本
土
寺
ほ
か

費

5
0
0
円
(
資
料
代
ほ
か
)

※
別
途
本
土
寺
拝
観
料
あ
り
。

申
・
圃

電
話
で
日
月
お
固
ま
で
に

越
岡
宮
7
1
8
4
・
2
0
4
7

主
:
・
主
催
・
共
催

圃
・
:
問
い
合
わ
せ

領陣鎗ライブラリー醜悪禽

今年4月以降に購入した16
ミリフィルム(アニメ作品)を

上映します。

日時・場所 11月21日(日)午前

10時20分から正午、高野山小
学根地域吏流教室(参加無料)

内容盲導犬クイーjレの一生、

いのりの手、まるちゃん社会科申し込み・固電話またはEメ
見学にいく ーjレで視聴覚ライブラリー(教

対象・定員 小・中学生、先着育委員会社会教育課)ft 7185・

30人 1602 Eメール(氏名、学校名・
※地域安流教室には駐車場はあ学年を明記)syakaikyouiku@ 

りません。 citY.abiko.chiba.jpヘ

d
司
盲
導
犬
ク
イ
l
ル
の

生

回
初心者対象のパソコン教室です。受講料入金後6力月間は、ア

シスタン卜付きのパソコン開放時間を優先的に利用して、受講内
容を繰り返し学習することができます(インターネッ ト接続不可)。

蝿所・受付時間 市民プラザ、午前10聞から午後7時
※詳しくは、市民プラザに用意のパンフレットをご覧ください。

固市民プラザft7183・2111(毎月第2・3木曜日は休館)

講座名 単元数受講料 対 象
①パソコン入門 3 3，500円初心者の方
②WORD2002 5 8，000円
③EXCEL2002 5 8，000円
④インターネット 4 5，500円
⑤文書管理 2 2，500円

※1単元は90分で、受講料はテキスト代と通信料を含む。
※①②③は再受講券1回分が別に付きます。

文字入力の

できる方

型車捌星電思炉事・邑幽 J¥

~""~~~ !J与~i.)汎
創世組窓側関

日時・蝿所 12月12日旧)午後

1時から4時、習志野文化ホール
(J R津田沼駅南口から徒歩3分)

内容渥美雅子さん(弁護士、
女性と仕事の未来館館長)、樋口

恵子さん(東京家政大学名菅教

授、評論家)、堂本千葉県知事に

よるトークほか
定員先着1475人
参加費 500円(資料代)
※申し込み方法など詳しくは、

ファクスでちは漢の花会事務局

側047-451・9825ヘ。

市役所の電話番号ft7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp。 は fあびこ楽校jの事業です。
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A
C
O
B
A
(ア
コ
パ
)
セ
ミ
ナ
ー

「
生
活
達
人
と
か
た
る
」

日

ロ

月
4
日
出
M
時
5
日即時

所

ア
ピ
ス
タ

内

平
成
日
年
度
内
閣
府
に
任
命
さ

れ
た
生
活
逮
入
、
森
谷
良
三
さ
ん
・

飯
牟
礼
一
臣
さ
ん
と
奥
田
富
子
さ
ん

(
ま
ち
づ
く
り
人
)
と
の
ト
l
ク

対

当
日
先
着
拘
入

費

5
0
0
円
(
お
茶
代
)

圃

A
C
O
B
A
・
関
本
宮
7
1
8

8
・
8
7
8
6

み
そ
づ
く
り
講
習
会

~ -
日

日

月
幻
日
制
9
時
i
M時

所

天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

内

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
み
そ
を
作
る

対

先
着
目
人

持

エ
プ
ロ
ン
、
容
器

費

2
9
5
0
円
(
材
料
代
)

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
手
づ

く
り
の
会
・
井
内
包
削
7
1
3
9
・

1
3
0
8
 

.. 
ti 

子
ど
も
の
権
利
条
約
フ
ォ
ー
ラ
ム

2
0
0
4
い
ば
ら
き
-m
取
手

日

日

月
初
日
同
日
時

S
U時、

2

日
冊
目
時
S
M時
却
分

※
初
日
は
交
流
会
あ
り
。

所

取
手
市
立
福
祉
会
館

内

子
ど
も
の
問
題
に
取
り
組
む
さ

ま
ざ
ま
な
人
々
が
、
全
国
か
ら
集
ま

り
意
見
交
換

費

前

売

り
1
0
0
0
円
、
当
日
1

2
0
0
円

(
2
日
間
有
効
)

※
申
し
込
み
台
経
な
ど
詳
し
く
は
、

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
宮
0
2
9
7

.
臼
・

0
3
6
7
へ。

法

廷

傍

聴

日

ロ

月
9
日
同
日
時

1
2時

所

千
葉
県
弁
護
士
会
松
戸
支
部
、

千
葉
地
裏
判
所
松
戸
支
部
(
参
加

無
料
)

内

傍
聴
事
前
説
明
会
、
法
廷
の
傍

聴
、
傍
聴
後
の
解
説
ほ
か

対

一

般
市
民
・
学
生
、
先
着
お
人

怠

牛
尾

わ

か

な

和
奏
ち
ゃ
ん
(
右
さ

そ
う
へ
い

奏
平
ち
ゃ
ん
を
上
)

(
新
木
野
・

1
歳
5
カ
月
)

2
人
と
も
あ
外
で
遊
ぶ
の
が
大

路
き
!
あ
兄
ち
ゃ
ん
と
3
人
、
兄

弟
仲
良
<
ヌ
ク
ス
ク
育
っ
て
ね
!

い
し
か
わ
し
ょ
・
っ
と

石

川

期

乙

ち

ゃん

(
つ
く
し
野
・

1
歳
5
カ
月
)

我
ガ
家
の
ブ
l
ム
は
「
変
身
ご

っ
こ
」
。
大
路
き
な
お
兄
ち
ゃ
ん

巴
は
負
け
な
い
ぞ
!

ム一
A

申
・
圃

電
話
で
日
月
四
日
目
時
か

ら
千
葉
県
弁
護
士
会
松
戸
支
部
宮
0

4
7
・
3
6
6
・
6
6
1
1

ビ
ジ
ネ
ス
ベ
ー
シ
ッ
ク

マ

ス

タ

ー

講

座

日
・
テ
l
マ

ロ

月
3
日
働
・

8
日

制

-m日
働
:・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ロ
月
日
日
制
・

口
日
働
・
辺
日
制
:
・
経
済
指
標
の
読

み
方
と
資
産
運
用
、
い
ず
れ
も
四
時

5
2時

所

野
田
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

内

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
に
求
め
ら
れ
て

い
る
叩
個
の
テ
1
マ
に
つ
い
て
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
交
え
て
学
習

対

各
テ
l
マ
、
先
着
却
人

費

1
万
2
0
0
0
円
(
割
引
制
度

あ
り
)

※
申
し
込
み
育
法
な
ど
詳
し
く
は
、

野
田
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
宮
7

1
2
1
・
1
1
8
4
へ。

ぼ
し
ゅ
う

臨

時

保

育

勤
務
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は
保
育

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

圃

保

育
課
・
内
線
3
2
2

臨
時
歯
科
衛
生
士

対

乳
幼
児
の
健
診
・
相
談
業
務
経

験
の
あ
る
歯
科
衛
生
士
、

4
人

勤
務
内
容

歯
科
健
診
、
相
談
業
務

勤
務
時
間
週
1
3
2日
程
度
、

3

時
間
1
4時
間

賃

金

時

給
1
3
4
0
円
(
通
勤
子

dk白ヒ也君事 11月1日現在

.人口 132.745人 (ー36人)
[うち外国人007人]

男 66.0∞人 (ー34人)
女 66.745人 (ー2人)

.世帯 50.倒3世帯 (+15世帯)

※住民基本台帳人口・世帯敬に外国人
萱録者数・世帯数を加えた数値です。

※( )内は前月との比較。

当
別
途
支
給
)

※
申
し
込
み
労
話
な
ど
詳
し
く
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
7
・
1
1

3
1
へ。

(仮
称
)
久
寺
家
き
ら
め
き
サ
ロ
ン

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

説
明
会
日
・
所
ロ
月
7
日

ω
9時

却
分
i
、
久
寺
家
近
隣
セ
ン
タ
ー

対

平
成
口
年
1
月
に
開
設
予
定
の

(
仮
称
)
久
寺
家
き
ら
め
き
サ
ロ
ン

(
高
齢
者
の
集
い
の
場
)
の
準
備
段

階
か
ら
協
力
で
き
る
方

※
申
し
込
み
育
法
な
ど
詳
し
く
は
、

根
戸
福
祉
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
6
5
・

3
4
3
4
へ。

居

A 
c 

道

ム一
A

日
・
所

毎
週
土
曜
日
目
時

i
m時、

根
戸
近
隣
セ
ン
タ
ー
ほ
か

※
運
動
で
き
る
服
装
で
ご
参
加
を
。

対

中
学
生
以
上

費

月

額

1
0
0
0
円

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
和
田

宮
郎

7
1
8
2
・
3
1
8
0

士

お
し
ら
ぜ

献
血

「本
人
確
認
」
に
ご
協
力
を

氏
名
な
ど
を
偽
っ
て
献
血
さ
れ
る

方
や
、
ご
自
身
が
感
染
症
に
感
染
し

て
い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
に
献
血

さ
れ
る
方
が
い
ま
す
。

献
血
の
際
に
は
、
ご
自
身
を
証
明

で
き
る
も
の
の
提
示
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

提
示
す
る
物

運
転
免
許
証
、
パ
ス

忘れずに納めましょう

項 目 (納口座期握昔限日)

水道料金 25日関

国民健康保険税第6期 30日ω
介護保険料第6期 30日ω
下水道受益者負担金第3期 30日ω

ポ
ー
ト
、
健
康
保
険
証

圃

千
葉
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

宮

0
4
7
・
4
5
7
・
0
7
1
1

献
血
に
ご
協
力
を

日

ロ

月
1
日
附
9
時
加
分
1
日
時

記
分
、
日
時

5
日
時
却
分

所

市
役
所
本
庁
1
階
ロ
ピ
1

圃

生
活
支
援
課
・
内
線
3
7
7

膏
色
決
算

・
消
費
税
等
の
説
明
会

貝

日

日

月
初
日

ω日
時
加
分
5
日即時

所

市
民
会
館

内

所
得
税
の
脅
色
決
算
書
の
作
成

方
法
:・
脅
色
決
算
書
作
成
、
脅
色
申

告
特
別
控
除
制
度
の
概
要
、
貸
借
対

照
表
の
作
成
ほ
か
消
費
税
・
地
方

消
費
税
制
度
・:
消
費
税
制
度
の
概
要
、

改
正
消
費
税
法
の
内
容
、
消
費
税
の

届
け
出
の
手
続
き
、
記
帳
義
務
、
課

税
売
上
高
の
判
定
ほ
か

圃

柏
税
務
署
個
人
課
税
第
1
部
門

宮

7
1
4
6
・
2
3
2
1
(内
線
3

3
5
)
 

個

人

事

業

税

は

刊
月
初
固
ま
で
に
納
税
を

個
人
事
業
税
第
2
期
分
の
納
期
限

は
日
月
初
日
で
す
。

納
付
書
は
日
月
中
旬
に
発
送
し
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
最
寄
り
の
金
融

機
関
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
納
税
は
、
便
利
な
口
座
振
替
を
。

圃

柏
県
税
事
費
附
宮
7
1
4
7
・

1
2
3
1
 

国
の
教
育
口

l
ン

対

高
校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
学

制審週(人島)，.誕生骨a
(我孫子警察署管内・10月31日現在)
10月の発生件数 66件
今年の発生件数(1月-) 525件
前年同期比 0件

10月の死者数 O人
今年の死者数 1人
前年同期比 一3人

10月の負傷者数 92人
今年の負傷者数 654人
前年同期比 一23人

校
、
各
種
学
校
な
ど
へ
入
学
・
在
学

す
る
方
の
保
護
者
で
、
世
帯
の
年
間

収
入
が
9
9
0
万
円
(
事
業
所
得
者

は
所
得
が
7
7
0
万
円
)
以
下
の
方

融
資
額

学
生
・
生
徒
1
人
あ
た
り

2
0
0
万
円
以
内

使
途
入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書

代
、
制
服
代
、
求
通
費
、
ア
パ
ー
ト

の
敷
金
・
家
賃
ほ
か

利
率

年
1
・
7
%
(固
定
金
利
)

返
済
期
間
叩
年
以
内

※
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、
国
民
生

活
金
融
公
庫
松
戸
支
庖
宮
0
4
7
・

3
6
7
・
1
1
9
1
へ。

事
業
者
の
皆
さ
ん
ヘ

中
退
共
で
退
職
金
を

中
小
企
業
退
職
金
共
済
は
、
中
小

企
業
で
働
く
従
業
員
の
た
め
の
退
職

金
制
度
で
す
。
中
退
共
は
国
の
制
度

で
、
掛
金
助
成
や
税
法
上
の
有
利
な

特
典
が
あ
り
ま
す
。

中
退
共
制
度
の
特
色

。
適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
の
移
行

先
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

。
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
0

0
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
方
も
加
入
で

き
ま
す
。

。
掛
金
は
税
法
上
、
損
金
ま
た
は
必

要
経
費
と
し
て
全
額
非
課
税
に
な
り

ま
す
。

※
加
入
の
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
宮

ω
・
3
4
3
6
・
0
1
5
1
へ。

広
報
刊
月
1
日
号
記
事
の
訂
正

。
叩
面
「
乳
幼
児
の

B
C
G
接
種

が
変
わ
り
ま
す
」
の
記
事
の
中
で

「
(
口
年
4
月
1
日
か
ら
、

1
歳
以
上

の
お
子
さ
ん
は
、
自
己
負
担
に
な
り

ま
す
こ
と
あ
る
の
を
「
(
口
年
4
月

1
日
か
ら
、

6
カ
月
以
上
の
お
子
さ

ん
は
、
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
)
」

に
訂
正
し
ま
す
。

。
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活
動

は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ
れ
て

い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

(傑ヨm邑盛岡島湖?勿韻語能
市では、市民活動団体に受付する補助金を適正 ・

効果的に配分するため、公募による斐付決定を行っ

ています。

決定には、市民と学識経験者で構成する「補助金

等検討委員会Jの提言を参考にしていますが、「受

付すべきでないJと判定された補助金の公募団体に

対して、改めて直接自己PRや活動内容をお聞きす
るヒアリングを公開で実施します。

なお、補助金の公募団体から公開ヒアリングの申

し込み力でない場合は中止となります。

日時 12月9日開午前10田
蝿所市役所分館大会議室

固 市民活動支捷泉 ・内線488

縦覧期間 11月16日開から30日開の午前9聞から午後5時(県庁は

土・日曜日、祝日を除く)

縦覧場所市御浦市計画課(用途地域、地区計画)公園緑地課(公園)

県庁都市計画課(用途地域)

都市計画の種類用途地域の変更地区計画の決定、公園の変更

都市計画を定める土地の区域 f用途地域、地区計画j…高野山字白砂、字

舟戸、字志多目、字根郷、字南坪、字前畑、 字古邑字舟戸台、字前原と字

大久保の各一部の区域 f公園j…高野山字前原と字白砂の各一部の区域

意見書の提出 意見書(市役所都市計画課・公園緑地諜に用意)に必要事

項を記入し、意見の要旨を添付して11月30日消印有効で〒 270・1192
市役所都市計画課または公園緑地諜(住所省略可)ヘ郵送または持参

固 市慨都市計画課ft7185刊 29・公園緑地謀ft7185-1542、県庁
都市計画課ft043・223・3161

住まいの増改築・修繕などで、ど

こに頼んだらよいかお困りのときご

利用ください。我弼子市住宅センタ

ー協議会を通じて、信頼できる工事

施工業者をご紹介します。

工事の種類 設計・工事監理、耐震

診断、建築工事屋根・板金外壁工事、

建異僻工事、左官タイル石工事、

塗装工事、内装工事、家具工事畳

工事、電気設備工事、給排水衛生設

情工事ハウスクリーニング融

工事、造園-エクステリア工事ほか

園都市計画課・内線553

ζ剃簡(f;eぃ 防災行政無線放送テレホンサービスft0120-031676 ファクスガイド・ファクス便利帳ft7183-6000 テレホンガイド・声の便利帳ft7185-5000 
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態
(
松
嶋
審
理
事
長
)
が
、

去
る
7
月
7
日
に
市
内
で
お
番
目

の
N
P
O
法
人
と
し
て
千
葉
県
か

ら
認
証
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
人
は
、
高
齢
社
会
で
ヘ

ル
パ
ー
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う

皆
さ
ん
ち
市
民
手
づ
く
り
公
園
巳
参
加
し
ま
せ
ん
か
!

.... -
市
で
は
、
街
区
公
園
を
対
象
に
、

平
成
ロ
年
度
か
ら
市
民
参
加
に
よ
る

「市
民
手
づ
く
り
公
園
事
業
」
を
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
地
域
の
住
民
の
皆

さ
ん
が
話
し
合
っ
て
特
色
の
あ
る
公

園
づ
く
り
を
進
め
る
も
の
で
、
現
在

7
団
体
が
8
カ
所
の
公
園
(
下
表
参

照
)
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
、
初
冬
か
ら
春
に
咲
く
草
花
に

模
様
替
え
を
し
た
花
壇
が
、
見
ら
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
立
ち
寄
っ
て
ご
覧

く
だ
さ
い
。

な
お
、
公
園
づ
く
り
に
参
加
し
た

い
団
体
は
、
公
園
緑
地
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

公
園
づ
く
り
に
必
要
な
草
花
の
苗

健
高齢者のお手伝い

倉リ
まごころで、

d
司
つ
く
し
野
2
骨
公
園
で
花
壇
づ
く
り

(
5
月
)

や
種
、
肥
料
、
レ
ン
ガ
、
材
木
な
ど

を
提
供
す
る
ほ
か
、
草
刈
り
機
や
電

動
の
こ
ぎ
り
な
ど
も
貸
し
出
し
ま
す
。

圃

公
園
緑
地
謀
・
内
線
5
4
4

地
域
の
課
題
に
着
目
し
、
高
齢
者
が

快
適
に
生
活
す
る
た
め
の
お
手
伝
い

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
日
月
1
日
に

「訪

問
介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
ご
こ
ろ
」

を
開
設
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
企
護
保
険
の
範
囲
で
入

浴
介
助
、
散
歩
な
ど
の
身
体
介
護
と

h
p
高
齢
者
の
お
出
か
け
を
介
護
す
る

「ま
ご
こ
ろ
」
の
皆
さ
ん

団体名

つくし野北自治会花と緑の会

並木まちづくりの会

湖北台2丁目交流推進の会

湖北台9丁目自治会花と緑の会

癒(いや)しの里づくりの会

布佐平和台3号公園花と緑の会

布佐3丁目緑と花の会

公園名

つくし野2号公園

並木1・2号公園

湖北台2号公園

湖北台7号公園

新木道崎緑地

平和台3号公園

都 1号公園

決
議
、
調
理
、
買
い
物
な
ど
の
生

活
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
介
護
保
険
で
は
認
め

ら
れ
て
い
な
い
被
保
険
者
の
家
族

の
た
め
の
調
理
や
洗
濯
、
窓
恥
き

や
草
む
し
り
と
い
っ
た
高
齢
者
家

庭
の
生
活
全
般
を
お
手
伝
い
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
予
定

で
す
。「

私
た
ち
は
一
人
ひ
と
り
に
対

し
て
、
い
つ
ま
で
も
、
事
業
所
の

名
の
と
お
り
の
。
ま
ご
こ
ろ
。
を

尽
く
し
、
法
人
名
。
創
健
。
に
記

し
た

。心
身
と
も
に
健
康
な
人
づ

く
り
、
地
域
づ
く
り
。
の
実
現
に

向
け
て
、
広
い
視
野
を
持
っ
て
活

動
し
て
い
き
ま
す
」
と
理
事
長
の

松
嶋
さ
ん
は
語
っ
て
い
ま
し
た
。

圃

創
健
(
訪
問
介
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
ま
ご
こ
ろ
)

・
黒
田
宮
7
1

8
8
・
5
5
4
0

ア
テ
ネ
の
経
験

栄
誉
章
の
金
手
誠
さ
ん

ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
野
球
競

技
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
金
子
誠

さ
ん
の
功
績
を
た
た
え
、

「我
孫
子

市
民
文
化
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
章
」
の
贈

呈
式
が
、
日
月
包
日
璽
内
の
少
年
野

球
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

あ

び

.....， 
ιー

第
6
回
国
際
交
流
事
大
会
が
9

月
お
日
に
市
民
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
、

市
長
賞
は
茨
城
県
龍
ヶ
崎
市
の
中
学

校
3
年
生
の
手
塚
銀
さ
ん
に
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

後
輩
に

市
内
で
少
年
野
球
教
室

金
子
さ
ん
は
、
湖
北
中
学
校
を
経

て
茨
城
常
総
学
院
高
等
学
校
に
進
み
、

犯
年
日
本
ハ
今
ア
イ
タ
l
ズ
に
入

団
。
新
人
王
や
ゴ
ー
ル
デ
ン
グ
ラ
ブ

賞
な
ど
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

贈
呈
式
で
、
福
嶋
市
長
か
ら
栄
誉

章
を
手
渡
さ
れ
た
金
子
選
手
は
、

「
ア
テ
ネ
で
は
、
貴
重
な
体
験
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
は
、
そ
の
体
験
を

後
輩
に
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

贈
呈
式
終
了
後
、
野
球
教
室
が
行

わ
れ
、
市
内
の
少
年
野
球
目
チ
1
ム

か
ら
約
1
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ユ
ニ
ホ
ー
ム
に
着
替
え
た
金
子
選
手

は
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
ゴ
ロ
の
捕

球
、
パ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
子
ど
も
た
ち

に
熱
心
に
指
導
し
て
い
ま
し
た
。

あ

れ

.....， 
ιー

れ

今
年
の
弁
論
大
会
に
は
、
中
学
生

か
ら

ω歳
の
方
ま
で
U
人
が
登
壇
。

英
語
の
部
と
日
本
語
の
部
に
分
か
れ
、

1
人
の
外
国
人
の
方
も
日
本
語
で
ス

ピ
ー
チ
を
行
い
ま
し
た
。

手
塚
さ
ん
は
、

「
S
I
L
V
E
R」

と
い
う
演
題
で
、
自
分
の
名
前
(
銀
)

と
だ
ぶ
ら
せ
な
が
ら
、
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
て
趣
味
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

家
族
の
大
切
さ
を
見
事
な
英
語
で
発

表
し
、
市
長
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

な
お
、
教
育
長
賞
に
は
中
学
校
3

年
生
の
染
谷
ま
ど
か
さ
ん
、
国
際
交

流
協
会
会
長
賞
は
大
学
生
の
富
津
幸

恵
さ
ん
、
会
場
審
査
員
賞
に
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
交
換
留
学
生
で
訪

れ
て
い
る
ボ
l
ラ
・
ケ
イ
ト

・
ウ
エ

ア
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

第
6
回
国
際
交
流
弁
論
大
会
で
市
長
賞

中
学
生
が
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
英
語
で

俳句

文芸だより
文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。 締め切りは、

毎月 20日(必着)。 ハガキで1人1作に限ります。
応募先 〒270・1192市役所広報室(住所省略可) 選

す

が

か

閥
れ
た
る
朝
も
愛
し
よ
赤
の
ま
ま

立
冬
や
お
に
の
る
ほ
ど
の
富
士
浮
か
ぶ

栗
名
月
伺
碍
の
文
字
の
白
ぴ
か
り

柿
熱
る
る
村
人
み
ん
な
老
い
に
け
り

秋
う
ら
ら
渡
舟
の
犬
の
神
妙
に

町
概
の
破
れ
の
こ
ぽ
す
夕
日
影

あ
な
う
れ
し
沼
を
残
す
と
と
ん
ぼ
舞
ふ

ひ

足
早
ゃ
に
曳
き
君
帰
る
幕
早
し

渋
谷
各
住
子

壁
谷
千
鶴
子

町

田

進

下

田

繁

樹

音
田

冬

径

川

上

進

也

野

村

貞

夫

高

橋

茂

子

糧事R

竹内旦榊原敦子選

倒
さ
れ
し
沼
辺
の
ポ
プ
ラ
切
り
株
に
若
き
芽
の
勘
づ
逆

ら
ふ
如
く

須
田

博

街
角
の
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
込
み
合
へ
り
ぎ
議
な

き

秋

の

長

雨

下

回

文

子

台
風
の
過
ぎ
去
り
し
あ
と
の
原
町
に
ひ
と
き
は
高
き
鈴

虫

の

声

小

出

礼

子

信
号
を
待
つ
道
の
辺
に
手
向
け
あ
り
往
き
た
る
饗
悦

ぶ
よ
す
が
に

岩
戸

亨

ひ
っ
そ
り
と
母
が
来
て
を
り
こ
の
秋
も
鋭
利
融
が
忌

日

に

咲

き

て

石

河

和

子

な
ま
で
よ
し
妙
め
て
更
に
甘
み
も
つ
友
の
育
て
し
嬬

ご
ひ恋

キ

ャ

ベ

ツ

津

村

阿

墨

献
が
す
だ
を
こ
ね
て
る
嘆
よ
こ
の
指
に
と
ま
れ
し

ぱ

し

の

お

宿

千

葉

フ

ミ

縦
や
か
に
夕
日
を
透
か
す
コ
ス
モ
ス
と
並
び
立
ち
つ
つ

長

き

影

ひ

く

渡

辺

詔

子

こ
ろ

九
月
頃
、
手
賀
沼
公
園
近
く
の
溝

で
、
花
穂
を
つ
け
た
ジ
ュ
ズ
ダ
マ
を

見
か
け
ま
し
た
。
ジ

ュ
ズ
ダ
マ
は
熱

帯
ア
ジ
ア
の
原
産
で
、
古
い
時
代
に

渡
来
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ジ
ュ
ズ
ダ
マ
の
名
は
、
タ
マ
を
つ

な
い
で
欝
に
し
た
こ
と
に
よ
り
ま

す
。
ジ
ュ
ズ
ダ
マ
は
茎
の
上
部
の
葉

に
包
ま
れ
た
節
か
ら
数
個
の
枝
を
出

タ旦~.グマ
(イネ科) ~鎌

事

-aa

傭

績

"
醸
り
ま
す
"

有
料
で
申
エ
レ
ク
ト
l
ン

:・
岡
宮
7
1
8
4
・
3
5
3

3

申
ピ
デ
オ
デ
ッ
キ
、
オ

イ
ル
ヒ
ー
タ
ー
-
:
若
林
宮
7

1
8
3
・
6
1
6
6

無
料
で
本
科

ぴ

ょ
う
ぶ

:・
麻
崎
宮
7
1
8
3
・
3
8

9
1

申
ピ
デ
オ
デ
ッ
キ
、

B
S
ア
ン
テ
ナ

・
チ
ュ

ー
ナ

ー
:・
野
口
宮
7
1
8
8
・
6

1
9
8
 

U
醸
っ
て
く
だ
さ
い
"

無
料
で
申
ベ
ピ

1
ベ
ッ
ド

:・
内
田
宮
7
1
8
3
・
6
1

6 
4 

8 圃申
6 し

ふ 込
5 れ み
5 あ
O い各
O 工連

房絡
宮 先
7 へ
1 

し
、
先
端
に
タ
マ
を
つ
け
ま
す
。

こ
の
タ
マ
は
一
見
、
静
か
種
子
の

よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
ほ
ん
と
う
は

花
の
下
部
の
察
官
N

変
化
し
て
厳
形

ほ
う
し
よ
う

に
な
っ
た
も
の
で
、
置
鞘
と
呼
ば
れ
、

め
同
な

中
に
雌
花
が
入
っ
て
い
ま
す
。

め

ち

ゅ

う

と

う

雌
花
は
雌
し
べ
の
先
の
白
い
柱
頭

だ
け
を
壷
の
外
に
出
し
て
い
ま
す
。

雌
花
は
壷
形
の
タ
マ
の
中
で
成
熟
し
、

や
が
て
巣
実
に
な
り
ま
す
。

b
E
d

な

ま
た
、
雄
花
は
タ
マ
の
底
か
ら
外

へ
柄
を
伸
ば
し
、
雄
花
の
栂
を
垂
ら

し
ま
す
。
タ
マ
は
来
期
に
な
る
と
竪

く
な
り
、
色
も
緑
色
か
ら
、
黒
褐
色

や
灰
白
色
へ
と
変
わ
り
ま
す
。

ジ
ュ
ズ
ダ
マ
の
タ
マ
は
、
か
つ
て

た
ち

子
ど
も
逮
が
遊
ぶ
お
手
玉
や
首
飾
り

の
材
料
に
な
り
ま
し
た
。

(文

・
写
真
佐
久
間
俊
行
)

厄100 瞳~. この広報紙は 100%再生紙・大亘インクを使用しています。




